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５．財務省の仕事 

 
 

 
第４章 財政の仕組みと機能 

１．公的部門の役割と仕組み 

 公的部門の役割 
○予算制度と予算の種類 
 予算の編成、執行、決算 
○税制 
○公債 
○財政投融資 
地方財政 
○社会保障 
規制緩和 

２．政府の規模と財政赤字 

   日本の政府の大きさ 
   日本の財政赤字 
   財政の持続可能性 
   財政再建 
   行政の効率化 
３．財政の景気調節機能 

   ビルト・イン・スタビライザー 
   財政赤字は負担か 
   財政政策のルール 
 
 

 
予算制度 

会計年度→（  ）月から（  ）月 
（  ）会計 基本的な会計 
（  ）会計 38個ある。特定の歳入で特定の歳出に充てる。 
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税制 

国や地方公共団体が、政府活動を維持するために徴収する 
１所得税 給料や利子などさまざまな所得にかかる 
     税率→ （ ）％から（  ）％までの 4段階 
  課税最低限→年間所得（    ）万円 
２法人税 企業収益にかかる 
     法人税、事業税、住民税など企業収益にかかる税金を合わせた税率（実効税率） 
     約（  ）％ 
３消費税 消費全般にかかる 
     税率 （  ）％ 
 
公債 

国の歳出が税金でまかなえなくなったとき、金融市場に公債を発行してお金を調達する。 
 
国の公債 →（  ） 
地方自治体の公債→（  ） 
 
財政投融資 

国の行う金融活動。資金を集める機関と資金を使う機関は違う。 
 

民間の金融機関 

 
預金  →    銀行   → 貸し出し 

 
財政投融資 

 
 
          →住宅宅金融公庫 
郵便貯金       →      金融市場    →年金福祉事業団 
公的年金の積立金   →       →政策投資銀行 
          →住宅都市整備公団 

→日本道路公団 
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地方財政 

歳入 
１地方税    地方独自の財源。代表的なのは国の所得税にあたる（ ）税 
２地方交付税  目的は（    ） 
３地方譲与税  国が地方に譲る税金 
４国庫支出金  補助金のこと。地方公共団体が使いみちを決められない。 
 
社会保障 

年金制度 
・老後に備えてお金を国で貯めておく制度。 
 
医療制度 

医療費の支払いが多くなると大変なので、国民がお金を出し合って保険料を払っておき、

医療費を払う時に、補助してもらう制度。サラリーマンなら、医療費の約（  ）割分負

担すればよい。学生の場合は（ ）％。 
 
患者負担（きょうのことば） 2001年 11月 30日 日本経済新聞 
▽…医療機関で治療を受けた際、窓口で支払う金額。健康保険や国民健康保険などの医療

保険を利用すると、治療にかかった医療費の１―３割を支払う。割合は加入している医療

保険制度によって異なる。現在は健康保険に加入するサラリーマン本人であれば２割、そ

の家族であれば外来３割、入院２割となっている。 
▽…患者負担が過重なものにならないよう、１カ月に支払う上限額も定められている。現

在は７０歳以上の高齢者であれば、原則として外来で３０００―５０００円、入院で３万

７２００円が上限。それよりも若い世代ならば原則６万３６００円。医療費を使った人ほ

ど負担も重くなるように、使った医療費が一定額を超えれば超えた部分の１％が上限額に

加算される。 
 


